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  １、パパ・ママ創造理論とは 

  ２、今までの仕事のやり方は通じない 

  ３、まず、自分が変わると決める 

  ４、どのようなスキルが必要か？ 

  ５、創造力を生み出すステップ  

（パパ・ママ創造理論） 

 
 
 
 

 「仕事の基本セミナー」テキスト 

  パパ・ママ創造理論を使ってみる 
創造的人生を目指す自己研鑽（発想法） 

         

「パパ・ママ創造理論」とは、 
・異種なパパ（目的、衣装）と 
・異種なママ（衣装、構造）から 
新しい赤ちゃん（コンセプト）を生む 
異種結婚（新しいモノを生み出す）の発想技法 

引用 パパ・ママ創造理論 日比野省三著 

中小企業診断士 末広繁和 
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２、今までの仕事のやり方は通じない（パラダイムシフト真最中） 
 
過去の延長線上に未来はない。 未来をデザインすることが必要。 
過去からの発想『デカルト思考』を未来からの発想『ブレイクスルー思考』へ転換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【デカルト思考】 
・研究（分析）アプローチの思考 
・モグラたたきで部分から思考 
・過去の延長線上でものを見る思考 
 原因は何だ、だれの問題だ、事例は？ 
 

【ブレイクスルー思考】
・根本回帰の思考（本質・目的） 
・全体から部分を見る思考 
・未来から学ぶ思考 
そもそも何だ、その目的は？ 

 

 

参照 企画計画学 日比野省三著 
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３、まず、自分が変わると決める 
 

ゆで蛙になっていませんか   
人は変えられない、自分か変わるしかない 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 ＜過去からの発想『デカルト思考』＞   ＜未来からの発想『ブレイクスルー思考』＞  

・つねに「問題をつくる」原理原則に合わない。  つねに「問題解決」に寄与する。    

・つねに「言い訳」を考えている。      つねに「アイデア(未来の棚)」を持っている。

・つねに「私は関係ない」という。        つねに「引き受けた」という。     

・つねに「問題点」を探し指摘する。       つねに「解決法」を考えている。    

・つねに「可能かもしれないが難しすぎる」という。つねに「難しいが可能だ」という。   

 

意識を変える（どのように） 
敗者になるな! 勝者たれ!!

・人は関係ない 
・自分さえよければ

 

考え、信じ、 
夢見て、行動
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４、どのようなスキルが必要か？  目指せ、ハイブリッド思考人間（自己研鑽） 
 
  デカルト思考とブレイクスルー思考の使い分け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイブリッド思考 ：目的によって使い分ける 

 

自己研鑽 
ハイブリッド思考の訓練  
●ブレイクスルー思考 
       アプローチ 
２つのものの見方（思考）を 
使い分けながら課題を 

解決するスキル 
 

●ファシリテート 
   目的達成への支援技術 
 人と人の対話を通して 
  気付き、ひらめきを 
   引き出すスキル 
 
●パパ・ママ探しで 
      アイデアの創造 
 異種のものを組み合わせて 

新しいものを 
生み出すスキル 
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５、創造力を生み出すステップ パパ・ママ創造理論 
              （パパ・ママ創造理論は、中京大学日比野省三教授提唱の超思考法です） 
 
 ワークショップ（ファシリテーターが支援） 

１、課題     「新しい焼き鳥屋をつくる」 パパ・ママ創造理論でコンセプトをつくる 

２、場の設定   いつ、どこ、だれ 

３、目的展開   優れたパパを見付ける 目的展開し再定義、着眼目的を決める 

４、価値観    優れたパパの衣装、大金を払う価値があるか？ 

５、ママの衣装  異分野の優れたママを見付ける、例えば・・・のように 

６、ママも構造  目的を実現できる構造は何か＜ 

７、赤ちゃんの獲得 優れたパパの価値観を達成できる赤ちゃん 

８、赤ちゃんの命名 ターゲットコンセプトを決める 

９．企画計画   今回は、赤ちゃんの命名まで 

 
 
 
 
 

ワークショップ風景 


